
JASRIの理事長に就任しておよそ４ヶ月が経ちま

した。

この間、JASRIの関係者はもとより、利用研究者、

産業界や行政の方々、海外からのお客様など多くの

方とお会いし、各種の委員会やシンポジウム等に出

席し、少しずつですがJASRIとSPring-8のおかれて

いる立ち位置がより鮮明に理解できるようになりま

した。それは概ねポジティヴに受け止めうるもので

ありましたが、前回も書きましたように「多くの取

り組むべき課題がある」ことも改めて強く認識した

ところです。同時に我々は、この間わが国ではかつ

て経験したことのない新たな状況、すなわち総選挙

による政権交代という歴史的な転換点に遭遇してい

ます。

そのような中で、今回利用者情報の読者の方々に

理事長としてまずお願いしなければと感じましたの

が、副題の「さらなる情報発信を」ということであ

ります。

ご出席された方もいらっしゃると思いますが、今

年はSPring-8シンポジウムとSPring-8産業利用報告

会を「合同コンファレンス」として同時開催いたし

ました。大変な盛況で主催者としてもまずは満足の

いく会合でしたが、開催日は９月３日で、まさに上

述の政権交代につながる総選挙の直後でありまし

た。ここで、この合同コンファレンスに来賓として

ご出席いただきました、文部科学省研究振興局長の

磯田様のご挨拶からその一部を引用させて頂くこと

をお許し願いたいと思います。磯田局長は、

「政権交代に伴い、科学技術も含め従来の政策に

ついて国民の視点から改めて問われることになると

思います。（中略）SPring-8のような大型研究施設

は、その運営にあたり、多額の国費が必要とされる

ものであり、施設の意義や有用性について国民の理

解を得るため、文部科学省としても説明責任を果た

していく所存でありますが、皆様におかれましても、

今まで以上に、生み出した成果を広く社会に情報発

信していかれることを期待しております。」

と強調されました。

私が今回申し上げたいことは、この磯田研究振興

局長のお言葉にすべて凝縮されています。そして、

これはこの時に限らず、理事長就任以降多くの方々

から指摘を受けていることでもあるのです。利用研

究者を含めSPring-8の関係者は、この施設が国民の

税金によって建設され、維持・運営されていること

を常に念頭においておかねばなりません。そして、

その成果は、国民の視点で理解できるように説明さ

れなければなりません。

今後SPring-8を取り巻く状況はより厳しくなるこ

とが予想されます。利用研究者の方には、優れた成

果をお出しいただくのはもちろんですが、その成果

についての「さらなる情報発信を」切にお願いした

いと思います。
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